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長崎県のがん拠点・推進病院
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長崎県がん相談員の現状

長崎県がん相談員 ３８名（2014/1現在）
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長崎県がん診療連携協議会 実務者会議

開催：平成25年６月１日（土）13:30～15:20 於：長崎大学病院

※平成22年度より、年１回の開催。

県内のがん相談員が参加。今年度 ２３名の参加あり。

１．相談支援実績報告（各病院より課題提出）

→相談件数のカウントやがんサロンの課題等について検討。

２．報告事項

・沖縄県がんサポートハンドブック紹介→長崎県版作成を！

・都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会

情報提供・相談支援部会（Ｈ25.5.31）

・九州・沖縄ブロック地域相談支援フォーラム（Ｈ24.12.1）

３．今年度の長崎県がん相談員研修会計画（年２回開催）



長崎県がん診療連携協議会 実務者会議



研修計画・実施

実施主体
長崎県がん診療連携協議会
相談支援ＷＧ

協力者 長崎県医療政策課

研修計画
相談支援ＷＧ長
指導者研修修了者（３名⇒今年度より５名）

研修対象
拠点病院（６施設）
および県指定推進病院（２施設）
がん相談員 ３８名



研修会開催目的

・基礎研修を受講していない者もいるが、研修で

学んだことを再確認していく（例：相談支援のプ
ロセスなど）。

・職種に関わらず、基本的知識を習得する。

・がん相談における問題点や課題を共有し、問題

解決にむけて取り組む。



がん相談員の学習ニーズや学習課題

参加者が少なく、企画・広報に問題を感じている。

相談員が比較的若く、経験も浅い。

医学的知識・社会資源に関する知識、地域医療

の治療・療養情報 など。



平成24年度 がん相談員研修会

日 時 内 容 場 所 参加者

11月17日(土) 
13:00-16:00

○街中サロン「がんサロンちっご」
２周年の経験
峰 孝志 先生（久留米大学病院准教授）

○長崎市立図書館と長崎市内拠点
病院とのコラボ企画報告
大隈 輝美 係長（長崎県医療政策課）

○グループワーク

長崎大学病院 ２２名

2月16日(土)
10:00-15:30

○がん相談支援のプロセスの理解と
その応用
高山 智子 先生（国立がん研究ｾﾝﾀｰ）

○グループワーク

長崎大学病院 １７名







平成25年度 がん相談員研修会

日時 内 容 場 所 参加者

12月14日(土) 
13:00-16:00

○研修会参加報告（就労支援）
指導者フォローアップ研修
「働くことを支えるために」
青木 美帆 ＭＳＷ（長崎大学病院）

がん・バッテン・元気隊 NPO法人ハッピー
マンマ主催、九州がんセンター共催

「がん患者と相談者のための就労
セミナー」
空閑 郁子Ｎｓ（佐世保市立総合病院）
安藤 真紀MSW（長崎大学病院）

○グループワーク

佐世保市立
総合病院

１４名

3月8日(土)
（準備予定）

○がんサロンとピアサポート（講義）
○グループワークorロールプレイ

長崎医療
センター



研修会参加後の反応

◇アンケート結果より

・就労支援

・社労士や労基署等の役割

余裕を持った時間配分を。

※ほとんどの参加者が

継続学習を希望！！
今年度第1回相談支援ＷＧ研修会

ＩＮ佐世保市立総合病院



長崎県がんサポートハンドブック作成

第１回

編集会議

• 全体の構成
協議

• 役割分担

• 原稿作成

第２回

編集会議

• 構成の協議

• その他

入札

• 校正

完成

原稿案締切
２０１３/１２/１０

配布予定
２０１４/２

メ
ー
ル
会
議

メ
ー
ル
会
議

病気や治療、療養情報病気や治療、療養情報 お金のことお金のこと

県内の医療体制県内の医療体制 問合せ先・コラム問合せ先・コラム
参考にしました！



今後の課題

研修会を継続していくことが重要。

そのためには･･･。

→相談支援ＷＧ研修会開催費用の予算化

→「研修会開催マニュアル」の作成

→南北に長い長崎県。開催場所の選択は重要！




